
 

 

 

 

2026年８月17日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 エ ム ・ エ イチ ・ グ ル ー プ 

本社所在地 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 四 丁 目 4 - 4 

代 表 者 代表取締役会長兼執行役員社長 朱 峰 玲 子 

 （コード：9439 東証スタンダード） 

問い合せ先 専務取締役兼執行役員経営企画担当 家 島 広 行 

（ Ｔ Ｅ Ｌ ） ０３－５４１１－７２２２ 

 

通期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 2026 年５月 14 日に公表いたしました通期連結業績予想値と本日公表の実績値において下記のとお

り差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
連結業績予想値と実績値との差異（2025年７月１日～2026年６月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

予想値（Ａ） 1,840 △120 △118 △123 △10.66円 

実績値（Ｂ） 1,850 △52 △98 △105 △9.17円 

増減額（Ｂ－Ａ） 10 67 19 17  

増減率（％） 0.6％ － － －  

（ご参考）前期実績 
（2025年６月期） 

1,844 △9 △7 △17 △1.52円 

 

差異が生じた理由 

 売上高につきましては、第４四半期連結会計期間（2026 年４月～６月）において各事業ともに堅調

に推移し、売上高 1,850 百万円となり、2026 年５月 14 日に公表いたしました修正後の予想値を 10 百

万円上回る結果となりました。 

 売上高が堅調に推移し増収となったこと、売上原価並びに販売費及び一般管理費が予想値を下回っ

たことから各段階損益の損失額の縮小に寄与いたしました。 

 また、当社は、2026 年５月 22 日開催の取締役会において第三者割当による新株式発行及び第２回新

株予約権の発行（以下、「本第三者割当増資」といいます。）を決議し、2026 年６月 29 日開催の臨時株

主総会において本第三者割当増資に関する議案が承認可決されました。これにより、本第三者割当増

資に係る費用のうち 2026 年６月期に帰属する費用を営業外費用において株式交付費 48 百万円として

計上しております。通期連結業績予想の修正を公表した 2026 年５月 14 日時点において本第三者割当

増資の実施は流動的であったため、一定の費用を販売費及び一般管理費として見込んでいたことから

営業損益は修正後の予想値△120 百万円から 67 百万円損失額を縮小し△52 百万円となり、経常損益は

 



修正後の予想値△118 百万円から 19 百万円損失額を縮小し△98 百万円となりました。 

 なお、一部の連結子会社に対する債権について個別財務諸表の販売費及び一般管理費において関係

会社貸倒引当金繰入額２百万円、営業外費用において関係会社貸倒引当金繰入額 22 百万円を計上して

おりますが、連結財務諸表上ではいずれも相殺消去されます。 

 親会社株主に帰属する当期純損益につきましては、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、減

損損失３百万円を特別損失として計上しましたが、各段階損益の損失額の縮小を受け、修正後の予想

値△123 百万円から 17 百万円損失額を縮小し△105 百万円となりました。 

 

以上 


